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G.ベ ル ナ スの 『よろ こび』

に おけ る風 景 の変 容

天 羽 均

『欺 隔 』1mPosture(1927)は パ リの 宗 教 界 、 それ を取 り巻 く出 版 、 ジ ャ

ー ナ リズ ムの 世 界 の寵 児 で もあ
っ た セ ナ ブル師 が、 自 らお お い隠 して きた虚

無 の 世 界 に、 シュ グ ァ ン ス師 に よ っ て直 面 させ ら れ な が ら 、 日常 世 界 との絶

縁 に よ っ て こ れ を逃 れ よ うとす る魂 の 放 浪 を描 い て い る。 そ の苦 悩 との 孤独

な闘 い と逃 避 行 は 、 何 の 飾 りも ない 十 字 架 の か け られ た彼 の部 屋 、 窓 の 外 の

闇 、 人 気 の ない 早 朝 の パ リ、 夕 暮 の セ ー ヌ河 岸 か ら夜 の浮 浪 者 との 出会 い の

闇 の 迷 路 と しか い い よ うの な い 都 市 な ど を舞 台 に展 開 して い た。

ペ ル ナ ノスの 作 品 と して は唯 一 パ リを舞 台 に し た こ の小 説 に お い て、 さ ま

ざ ま な人 物 の 豊 か な ボ ル トレの 登 場 す る サ ロンの 情 景 に比 して、 外 界 一 風景

は セ ナ ブ ルの 外 界 へ の 関心 に比 例 す る ご と くきわ め て禁 欲 的 に描 か れ るだ け

で あ った1)。 も と も と 『闇』LesTgnebresと して ひ とつ の 作 品 とな る は ず

で あ った 二 部 作 の も う一 枚 の折 り絵 に な る 『よろ こび 』La/oie(1929)で

は 、 セ ナ ブル を取 り巻 く知 的社 交 界 か ら無 縁 で あ る が ゆ え に、 無 害 な証 人 と

して セ ナ ブル が え らん だ シ ュ グ ァ ン スの 臨 終 の 床 で思 い も か け ぬ死 の苦 悩 に

立 ち 合 い 、 自 らの よろ こ び を差 し出 した シ ャ ン タ ル ・ ド ・ク レル ジ ュ リーの

ノル マ ン デ ィ ーの夏 の 家 を 舞 台 に 展 開 す る。

「ジ ャ ン セ ニ ス ムの歴 史 」12巻 の 著 者 であ る父 親 の ド ・ク レル ジ ュ リーは

『欺 隔 』 で描 か れ た サ ロ ンの 世 界 の 人 間 で あ り、 モ ン タネ ル侯 爵 夫 人 との再

婚 に ょっ て ア カ デ ミーの ポ ス トを狙 って い る。 シ ュ グ ァ ン スの死 の苦 悩 に立
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ち合 った 若 い シ ャ ン タ ルの 精 神 状 態 をお もん ば か っ て 招 か れ た 精 神 科 医 ラ ・

ペ ル ー ズ と、 シ ュ グァ ン スが 臨 終 で その 名 を呼 び続 け た こ とか ら、 シ ュ グ ァ

ン スの亡 き後 シ ャ ン タル の 霊 的 指 導 者 に と考 え て招 か れ る 「タ ウ ラ ー伝 」 や

「フ ィレ ン ツ ェの 神秘 家 た ち 」 の 著 者 と して 声 名 の高 い セ ナ ブル の 滞 在 は 、

娘 に 自分 の再 婚 を 納得 させ るた め で もあ り、 一 知 識 人 の典 型 的 な グ ァ カ ン ス

風景 と して 、『欺 隔 』 のパ リの サ ロ ン風 景 と対 照 を な す2)。

しか し 『よろ こ び』 で描 か れ る ク レル ジ ュ リー家 に は、 お嬢 様(シ ャ ン タ

ル)と 、 シ ャ ン タル の幼 い頃 に 亡 くな った 母 親 、 す な わ ち息 子 の病 弱 な嫁 を

邪 魔 者 だ と考 え てい た シ ャ ン タル の毫 緑 した祖 母 と、 い つ もパ リか ら変 な客

を呼 ぶ 主 人 ク レル ジュ リー とい うこ の一 家 の 他 に 、 ロ シ ア人 運 転 手 フ ィオ ド

ール 、 料 理 女 フェ ル ナ ン ド、 下 働 き の フ ラ ン シ ー ヌ、 下 男 の フ ラン ソ ワらの

この 家 を 「奇 妙 な 家 」 と見 る人 物 た ち の視 点 が あ り、 これ は ペ ル ナ ノス のい

わ ゆ る知 識 人 の ポ レ ミッ ク な世 界 と対 照 的 な世 界 で あ り、 シ ャ ン タ ルの 日常

生 活 の 原 点 で もあ る。

『欺 朧』 の知 識 人 ・宗 教 家 の 世 界 が 根 無 し草 的 な世 界 、 セナ ブル ー シ ュ ヴ

ァ ン ス、 シ ュ グ ァ ン スー シ ャ ン タル の ドラマ に無 縁 な現 代 社 会 の様 相 で あ っ

た の とは対 照 的 に 、『よ ろ こ び』 の 使 用 人 た ち は貧 しい農 村 、 移 民 な ど現 代

社 会 の辺 縁 に追 い や ら れ た 犠 牲 者 た ち で あ り、 ム シ ェ ッ トた ち の 同 類 で あ

り、 シ ャ ン タル は セナ ブル の 救 い と同 様 フ ィオ ドー ル の魂 の救 済 に 自身 を犠

牲 にす る こ と に な る。 こ の シ ャ ン タル の 生 活 は 、 セ ナ ブ ル と対 照 的 に ノル マ

ン デ ィー の村 の 日常 生 活 に根 ざ した もの で あ った が 、 シ ュ ヴ ァ ンス に 自 ら の

よ ろ こ び を捧 げ てか ら、 彼 女 の存 在 そ の もの が 周 囲 の 人 々の 罪 を引 き出 す火

と な る。 そ の こ と を彼 女 自身 に告 げ る の は、 彼 女 の 目に うつ る見 慣 れ た 風 景

の 変 容 であ り、 前 稿 で見 た セ ナ ブ ル の孤 独 を表 わ す 風 景 と 比 較 して 、 『よ ろ

こび』 の 風 景描 写 が シ ャ ン タ ルの 魂 の 軌 跡 を描 き だ し てい く様 を 跡 付 け て み

た い 。
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1

『欺 隔 』 の 都 市 風 景 とは異 な り、 『よろ こ び』 の 舞 台 の ノル マ ン デ ィ ーの

　　ぎ
レニ ュ グ ィル の風 景 は、 『悪 魔 の陽 の も と に』SouslesoleildeSatan

(1926)の ム シ ェ ッ トの 冒険 の 舞 台 とな っ た ア ル トワの テル ナ ン ク ール と同

じ く田 園風 景 で あ り、8月 の 光 は 喜 び の み な も と で あ る と 同時 に 、 その 熱 気

は夏 の 光 を避 け る人 物 た ち を重 苦 し く包 み こむ 。

Lajoiedujour,1ejourenfleur,unmatind'aoat,avecson

humeuretson6clat,toutluisantetd6ja,dansl'airtrop

lourd,lesperfidesaromatesd'automne6clataitachaque

fenetrede1'interminablev6randaauxvitrauxrougesetverts.

C'6taitlajo圭edujour,etparon且esaitque11esplendeur

P6rissable,c'6taitaussilajoied'unseuljour,lejourunique,

sid61icat,sifragiledanssonimplacables6r6nit6,0血parait

pourlapremi色refois,aIacimeardentedelacanicule,Ia

brumeinsidieusetrainantencoreau-dessusdePhorizonetqui

descendraquelquessemainesp玉ustardsurlaterre6puis6e,1es

pr6sd6fraichis,1'eaudormante,avec1'odeurdesfeuillagestaris。

(JOIEp.552)3)

第1部2章(以 下1-2の よ うに 略 記)の 冒頭 で、8月 の 朝 、 まば ゆ い 陽

光 に あふ れ る喜 び1ajoiedujour… は 、 つ ぎの 動 詞 を と る直 前 に 、 重 い 空

気 に しの び こ む秋 の 裏 切 りの 香_lesperfidesaromatesd'automne

を 予 告 され る。 さ らに 、 それ が た だ 一 日の 、 この うえ な くか す か な、

か 弱 い もの で あ る こ と がい そい で つ け加 え ら れ る 。sonimplacables6r6nit6

「そ の一 点曇 りの ない 晴 れ や か さ」 そ の もの が危 う さへ の 契 機 を は ら み、
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1acimeardentedelacanicule「 土 用 の燃 え盛 る絶 頂 」 に 遙 か 天 空 に秋 の

霧 の気 配 を か ぎ と らず に は い な い作 家 の文 章 は 、 ドニ サ ン と サ タ ンの噴 野 で

の一 夜 、 セナ ブル と シ ュ ヴ ァ ン ス、 セ ナ ブル と街 の 浮 浪 者 と の一 夜 に 見 られ

た、 ひ とつ の頂 点 に か な らず逆 転 の 契機 が 含 まれ る描 写 を思 い 出 さぜ る。

陽 光 の照 りつ け るペ ラ ン ダの 赤 と緑 の 焼 き絵 ガ ラ ス の窓 の連 な りは 、 セ ナ

ブル が 早 朝 に ば ら色 に 染 ま るの を 見 た東 駅 の 大 時 計 、 夕暮 の セー ヌ河 畔 で 夕

日に 一瞬 赤 い灯 を と も した か に 見 え たパ リの 街 の 建 物 の 無 数 の 窓 を思 わ せ

る。 セナ ブル が街 の 閣 の孤 独 か ら逃 れ る よ うに た ど りつ い た曉 の東 駅 と、夏

の パ リの 日中 の熱 気 か ら逃 れ る夕 べ の 一 瞬 の 輝 きの い か に も危 う く、脆 い輝

きに比 べ れ ば は る か に 強烈 な ノル マ ン デ ィーの8月 の 陽 光 さ え も、 昼 を 裏切

る夜 の存 在 、 季 節 の不 実 さか ら逃 れ え な い こ と、 ま た それ が 自然 の理 で あ る

こ とを告 げ る。

り 　 　

『悪 魔 の陽 の も とに』 の プ ロ ロ ー グ 「ム シ ェ ッ ト物 語 」 の 冒頭 、 夕暮 の描

写 の あ と で 「ジェ ル メ ー ヌ ・マ ロル テ ィの 物 語 の 始 ま る と き だ」 と作 者 が告

げ た よ うに、 こ の1-2の 冒頭 の風 景 は シ ュ ヴ ァ ン ス に よ ろ こ び を差 し出 し

た シ ャ ン タル が、 引 き替 え に超 自然 の貧 し さ、 辱 め を主 の 意 志 と して素 直 に

受 け入 れ た彼 女 の 神秘 的体 験 、 忘我 の 状 態 を フ ィオ ドー ル に発 見 され、 や が

て こ の ロシ ア人 運 転 手 の魂 の あ が な い に まで か か わ る ドラ マの 幕 開 け と な っ

てい る。 「よろ こび 」 とい うキ ー ワー ドが この 日か ぎ り の 脆 さ を秘 め てい る

こ と が、 輝 く夏 の光 が秋 の霧 とな り、 沼 と散 りし く枯 葉 に否 応 無 しに変 わ る

こ と が明 確 に告 げ られ て い る。

2

1-3で は先 に輝 い てい た ベ ラ ン ダの赤 と緑 の焼 き絵 ガ ラ スが 雲 の影 で徐

々に、 や が で一 斉 に光 を失 い、 背後 の庭 が モ ノ ク ロの 世 界 に 変 わ る。

L'ombred'unnuageadoucituneparunelespremiさresvitres
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rougesetvertesdelav6randa,puiselless'6teignirenttoutes

ensembleetl'immensejardinparutderri6re,d6color6.(JOIE

P.577)

こ こ で はtoutesensembleと1'immensejardin,動 詞 のs'6teindreと

過 去 分 詞 のd6color6が 変 化 の 劇 的 な様 相 を際 立 た せ て い る。1-2の 前述

の引 用 が逃 れ られ ぬ 未 来 の 運 命 の 転 換 を予 告 して い る とす れ ば 、 こ の文 は こ

れ か ら始 ま る父 親 との 対 話 の 結 末 を告 げ てい る。

父 親 の ク レル ジ ュ リー との 対 話 で、 父 親 が シ ャ ン タル の うち に 、彼 女 の早

世 し た母 親 と同 じ対 話 者 、 彼 に と っ て の打 ち勝 ち が た い抵 抗 を 認 め 、 身構 え

た瞬 間、 彼 女 は立 ち 上 が っ て、 カ ー テ ンを あ げ外 を見 る。

Safilles'6taitlev6e,traversaitd6」 直lapiさce,ensilence.Une

mainpass6eau-dessusdesat6te,soulevalltlesr量deaux,elle

regardait,par-delalespelousesencoreassombries,P6clatant

jardindessin6parJeumont,avecsesbosquetsdanslegofitdu

secondEmpire,d'unegr2ceunpeu6cheve16e,sonparterre

Imp6ratriceet,souslalumbretropdure,1eslargesa116es

fauves,tigr6esdeviolet.Atraverslacharmillegrele,on

voyait,含petitspas,pr6c6dantl,ombreplusl6gさredeFrancine,

Mama,toutenoire.(JOIEp.580-581)

一1alumi6retropdureは 室 内 と外界 の コ ン トラス ト
、 と くに カ ー テ ンに

隠 され て い た外 界 に会 話 の流 れ の転 換 を 求 め た シ ャ ン タル の動 き を際 立 た せ

る。 彼 女 の 目 は 『去 年 マ リエ ンバ ッ ドで 』 の ロブ グ リエの 視 線 の よ うに見 慣

れ た 庭 園 の ひ とつ ひ とつ を 確 認 し、 フ ラ ン シ ー ヌ と その 先 をゆ く祖 母 の 黒 づ

くめ の 姿 が こ の風 景 画 の サ イ ン とな る。 こ こ では まだ レ ニ ュ ヴ ィル の風 景 は

書 斎 に こ もる父 親 よ りシ ャ ン タル に 親 しい もの で あ っ た。
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3

1-4の 冒 頭 で、 シ ャ ン タル は父 親 と の対 話 が ら館 の外 に逃 れ で る。 風 景

は 、 シ ャ ン タ ルの 動 き につ れ て 展 開 し、 なれ 親 しん だ2匹 の 犬 の 動 き と これ

を邪 険 に 追 い 払 うシ ャ ン タ ル、 驚 く鵜 の あ わ た だ しい気 配 と鋭 い 鳴 声 に 、 館

の 淀 ん だ 空 気 をふ り払 い 自然 の なか に沈 黙 と休 息 を求 め る シ ャ ン タ ルの 素 早

い 動 きが 、 彼 女 の 普 段 とは 違 っ た行 動 パ ター ン と して描 か れ て い る。(」OIE

P.597)4)

刺 草 の な か に つ っぶ して い た 彼 女 は 、10時 の鐘 を き き、 日常 の生 活 に 戻 ろ

うとす るが 戻 れ ぬ 自分 を見 い だ す 。

D'ungesteimpatient,elle6carteleshautesherbesquilui

piquentlesjoues,carelleestcouch6esurleventre,aubordde

lamare.L'ombredupeuplieratourn6peuapeu,lesoleil

tombed,aplombsurses6paules,1esbrfileautraversdela

l6gさreblousedesoie.Aussiloinqueporteleregard,1adure

lumiさren'apasunfl6chissement,pasuneride;ellenetremble

mameplusau-dessusdesjoncs,autourdesquatremursdepis6

quiontprislacouleurdesrochesroussesdelava116ed,Avre。

Lechaumepalidestoits,lesseuilsb6ants,unepersienneencore

pendue2sacharniさre,1'immobilit6surnaturelledecesmurailles

jadisvivantes,1eurnudit6,fontunpaysageded6solat量on

qu'6crasedetoutsonpoidsPimmenseazur_《Qu'ai-jefait?

r6Pさte-t-elletr圭stement.Quellefallteai-jecommise?》(JOIE

P.598)

日が昇るにつれて強 くなる日差 しの描写は、室 内での眩 しすぎる光線か
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ら、d'aplomb,pasunf16chissement,pasunerideと 垂 直性 と、 直 線

性 が 強 調 され 、 さ ら に陽 炎 の よ うな 揺 るぎ もな い と重 ね て 繰 り返 す と こ ろ に

は 、 生 け る もの を焼 き尽 くす意 志 す ら感 じ られ る。 廃 屋 と な っ た藁 ぶ き の家

のか つ て の 息 吹 を失 っ た 四 方 の 壁 の 超 自然 的 不 動 さ1'immobilit6surnatu-

relle,leurnudit6の 描 き出 す 「悲 嘆 の風 景 」unpaysageded6solation

さえ もrimmenseazur「 果 て しな い 天 空 」 のtoutsonpoids「 重 み 」 に

よっ て 自然 に逃 れ た は ず の シ ャ ン タ ル を押 しつ ぶ す 。

4

N'a-t-ellepasjusqu'alorscruqu'achaquejoursuffitsapeine?

Maislejourvientotilaviebrisepourjamaislac61esteinsou-

c量ancedespetits,imposetout含couplechoixd6cisif,substitue

instantan6mentlar6signationaIajoie.(」OIEp.598)

「彼 女 は こ れ ま で そ の 日 そ の 日の 苦 痛 で 足 り る と 思 っ て い た の で は な い

か 。 と こ ろ が 人 生 が 幼 子 の 無 邪 気 な 無 頓 着 を 永 遠 に 打 ち 砕 き 、 突 然 決 定

的 な 選 択 を 迫 り、 よ ろ こ び を 瞬 時 に し て あ き ら め に か え る 日 が く る の

だ 。」

こ こでlajoiedujourは 秋 の 霧 と な っ て消 え る の を待 た ず 、容 赦 の な い

光 と熱 と な り、風 景 は 変 容 して し ま っ た。 そ の風 景 の変 容 を伝 え る例 を 引 い

てお く。

Elleregardaitobstin6ment,stupidement,alacretedutalus,

justeaurasdel'herberousse,lacimeimmobiled,unif,eta

l,extr6mepointede1'arbrenoir,auloin,1'ar6te6clatantedu

toit,unemollefum6etransparante_Lechocd,unseaucontre

lapierredelafontaine,uneportequiseferme,1'appeld'une
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voixjeuneetclaire,unmomentsuspenduedanslec量ellimpide_ 　
Ettoutacoup,parunmouvementdel,amesibrusque,slpeu

attenduqu'ellepensad6faill圭r,1amaisonjadistantaim6elui

devint6trangさre,presqueennemie.(JOIEp.601)(下 線 、 筆 者)

い ち い の 動 か ぬ 梢 、 か す か に た ち 昇 る煙 、 バ ヶ ツの ぶ つ か る音 、 若 くて よ

く通 る声 、 こ れ らす べ て な れ 親 しん だ 田 園 風 景 、 ム シ ェ ッ トた ち に もな つ か

しい 光 景 が 、 突 然 見 知 らぬ もの 、 敵 意 に満 ち た光 景 に変 容 す る。

Jadis,auxbellesvacancesdejadis,10rsqu'elled6couvraitdu

hautdeladerni色recδte,alasortied'Arromanches,leslarges

pentesd'ardoisesparmilesdδmesvertsdestilleuls,ellevoyait

aussitδtlesdallesnoiresetblanchesduvestibule,1'escalierde

pierre,lacretonnefleuriedesachambreellerespirait

1'odeurfra宝che,unpeusfire,descouloirsauxvoletstoujours

mi-clos,elles,emparaitdelamaisontoutentiさre,含travers

l'espace,ainsiqueleseulgested'unemainch6rieestd6japour

1'amantlacertitudedelapr6senceelle-meme,unepossession.

Aujourd'hui,ellecontempleavecm6fianceled6roulementdela

mincefum6edansl'azur,1esigneimperceptibledelademeure

vivante,lademeurequiluiestencoreunabri,quineluisera

plusjamaisunasile,otid'autresvontetviennent,qu'ellea

cess6decomprendre,quipoursuivententreeuxleursdesseins

obscures.Etsansdoute,ellelesaimeencore,maissapiti6

nelestrouveraplusauprem量er61an,ellenes,enapProchera

d6sormaisqu'avecprudence;e1玉ecraintleurspiさges.(JOIE

p.601)
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辛 う じて彼 女 のabri隠 れ 家 と な っ てい る家 も もは や人 を迎 え るasile憩

い の 住 ま い とは な らな い 。

Dansson6tonnement,ellen,osaitselever,quittercelieud6sert,

into16rable,ElleosaitapeineouvrirIesyeux,fixersonregard

surleslignesnettesetduresdescollines,qu'ellecraignaittout

acoupdevoirserefermersurelle.Lescoteauxcoup6sdehaies

vives,larouteblanche,1'ombred61i6edelaminusculeval16e

delaSouette,apeinedistincte,jusqu'alacr6tepluslointaine,

coiff6edetraversparlesdernierstaillesdeIaforetde

Seigneville,toutcepaysagepaisibleluiapparuttransfigur6dans

1alumi6reimmobile,6norme,attentif,ainsiqu'unanimalg6ant

quiguettesaproie.Jadis,elleavaitsentilememesursautde

terreur,viter6prim6,devant1,immenseamasdesvilles.Mais

cetteterremδmen'6taitpasmoinspuissante,avide,form6eaux

d6sirsde1'homme,p6trieetrep6trieparlap6ch6,terred俘

p6ch6.(JOIEp.604)(下 線 、 筆 者)

ムシェットの逃れ出ようとした同じのどかな風景からシャンタルはどこに

逃れることもできず立ち尽 くす。風景は、彼 女 の存 在 の条件そのものであ

り、変容する風景は、彼女をもう無邪気な少女に返すことはない。彼女の前

にじっとうず くまる村の光景は、かつて彼女を恐れさせた巨大な都会、孤独

の淵をさまようセナブルにとっての都市風景 と重な り、「罪の地」はやがて

アンブリクールゐ司祭が丘の うえから眺める教区の姿と重なる。

注

1)拙 稿 「ゲ ル ー の サ ロ ンー ペ ル ナ ノ スの 「欺 隔 」 に つ い て の ノー ト」 「独仏 文 学」

第19号 、1985年 。 「G.ベ ル ナ ノス ・「欺 隔 」 の 風 景」 「独 仏 文 学 」 第24号 、

1990年 。

2)「 欺 隔 」 で ゲ ル ー は ペ ル ニシ ョンに む か って、 「わ た しの家 は地 獄 なん だ 」 と告
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げ る 。(IMPp.437)「 よ ろ こ び 」 で は7エ ル ナ ン ド、 フ ィ ォ ドー ル が ク レ ル ジ ュ

リー の 家 の お ぞ ま し さ に つ い て た び た び 語 っ て い る 。PP.545,618,621・624・

720。 ま た ク レ ル ジ ュ リ ー 自 身 も 自 分 の 家 の 空 虚 さ を う め る た め に 友 人 た ち を 招

い た の で あ っ た 。pp.629,630。

3)テ キ ス ト引 用 は プ レ イ ァ ッ ド叢 書BERNANOS(Euvresromanesqeces,1988。

「よ ろ こ び 」Laノ'OfeはJOIEで 表 わ す 。 こ の 箇 所 は 「よ ろ こ び 」 に つ い て 言

及 す る 多 くの 研 究 者 に 引 用 さ れ て い る 。MichelEstさve:BERNANOS,tin

tripleitin6rnt●re,Minard,Paris,1987.p.154.PhilippeLeTouz6:Le

myst∂redur6eldanslesromansdeBernanos,A.-G.Nizet,Paris,1979.

pp.153,4.な ど 。

4)M.deClergeriel'e血tsansdouterappe16eenvain;Chantal6taitentr6e

d6jきsousl'ombredestilleuls,de1'autrec6t6delapelouse.11nevit

plusqu'uninstantsajupeclaire・Lesdeuxchienspass6rentcomme

desflさches,6paulecontre6pauleetderriさreeux,dans1'herbe

6paisse,undoublesillond'argent.Elleallait,ainsiqu'ons'6chapPe,

d'unpasrapide,etpourtantcalcu16,furtif,leIongdusentier6troit

qui,htraversIesbuissonsdelauriers-rosesetdeseringas,tourne

courtverslespaturagesetlavieillepetitefermeenruine,au.creux

d,unvallonpu6ril,avecsonuniquepe叩lier,1'augemoussue,1amare

envahieparlesjoncs.Lapluiedudernierorageluisaitencoredans

l'ornibre.Ungrosmerlesurpriss'6vada,parutroulerlongtempsde

feuillageenfeuillage,hgrandbruitet,hbreenfin,6clatadesonrire

strident.

Pourlapremiさrefois,peut-6tre,ellerenvoyabrutalementseschiens,

sansunecaresse.EtcornmeilsdescendaientIeplusIentementpossible

verslaclaiedeboisquifermaitIechemin,s'arretaientsurleseuil,et

s'ycouchaienteng6missant,ellefitmεmelegestedechercherune

pierreimaginaireparmilesaiguillesdesapin.D'ailleurs,ellenesentait

aucuneco1さre,maishsagrandesurprise(carsit6ttroubl6eou

seulementinquiさteelleavaittoujourshaid'instinctlasolitude,

1'oisivet6),tout査coup,profond6ment,elle6prouvaitunbesoinde

silence,derepos,onnesaitquellecrainted'etrevue,Ami-route,

1'impatiencelapritdetantded6toursinutiles,ellefranchitlahaie

parunebrさche,d6chirasesbas,seretrσuvahorsduparc,dansla

prairiebrfilantequ'elleachevadetraverserdumamepas,jusqu'i
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1'ombredefatigue.

Encoreunlongmoment,sesorelliess'emplirentdubourdonnement

delaterresurchauff6e.Depuis1'aube,lesoiseauxavaientr6gagn61es

couverts,lesgrillonsmεmess,6taienttus.Riennebougeaitqu'un

papillollgrele,註lapointedesfollesavoines.Ellefermalesyeux.

(JOIEp.597)
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